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現在の大洲

今 月 の 表 紙

人の動き（先月比）

人　口　41,570人　（－ 55 ）
　男　　19,928人　（－ 17 ）
　女　　21,642人　（－ 38 ）
世帯数　19,774世帯（－ 27 ）

交通事故（昨年同期）

　件　数　21件（  18 件）
　死　者　　1人（     0 人） 
　負傷者　24人（  22 人）

（2021年５月末現在）

　菅田地区でも肱川緊
急治水対策による築堤
工事が進んでいます。
　しかし、近年の激甚
化する自然災害を踏ま
えるとハード整備だけ
では対応できません。
今年は、平年より３週
間ほど早く５月15日㈯
に梅雨入りしました。
災害の備えについて今
一度、確認しましょう。
（４ページに特集掲載）

C O N T E N T S 　 目 次
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軽 自 動 車 税
国 民 健 康 保 険 税 1期 2期 3期 4期

７ 月の納税など　納期限は 8 月 2 日㈪です。

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」をご利用ください。
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　今年１月に行われた日本ジャンプロープ連合が主催する「IJRU ALL JAPAN 
2021（全国大会）」に出場した大洲なわとびクラブ所属の８人の選手が、「IJRU
世界選手権大会2021」（なわとびの世界大会）に出場します。
　この大会は、世界のトップ選手やトップチームによるハイレベルな戦いが繰
り広げられるシングルロープやダブルダッチの最大級の世界大会で四国から日
本代表に選ばれたのは初の快挙です。新型コロナウイルス感染症の影響で映像
審査だった全国大会に続き、７月にカナダで行われる予定だった世界大会も残
念ながら映像審査となります。コロナ禍の影響で厳しい練習環境にありますが、
８月の映像提出に向けてがんばっていますので応援をよろしくお願いします。
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　IJRU （International Jump Rope Union） 
　　　Visual World Championship 2021出場

 シングルロープ団体　ジュニア部門男子 

 シングルロープ団体　ジュニア部門女子 

N E X T き ら め き （大洲なわとびクラブ）

※ 芳我琉衣さんは個人種目「ジュニア部門女子30秒スピード」の代表にも選出されました。
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新型コロナウイルス感染症に関する情報
❶ワクチン接種日の注意点

❸中止したイベント、施設の利用中止など

❷接種後に現れる可能性のある症状

【ワクチン接種後の副反応に関する相談窓口】
愛媛県コールセンター　☎０１２０（５６７）２３１
午前 8 時30分～午後 8 時（休日を含む）

【問い合わせ先】
新型コロナウイルス感染症対策室　☎23－9117

「郷土美化運動（一斉清掃）」を中止します
　今年度の「郷土美化運動（一斉清掃）」は、新型
コロナウイルス感染症拡大防止のため中止します。
　地域の判断によって実施する場合は、ごみ袋の
提供、ごみの収集、保険などの説明を行う必要が
ありますので、必ず事前に市民生活課まで連絡し
てください。

【問い合わせ先】
市民生活課環境保全係　☎24－1710

「平野運動公園プール」を今期閉鎖します
「肱川小学校プール一般開放」を中止します
　例年 7 月から 8 月にかけて開園、一般開放して
いる平野運動公園プールと肱川小学校プールは、
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、今期
の施設利用を中止します。

【問い合わせ先】
文化スポーツ課スポーツ推進係　☎24－1734

（八幡浜・大洲地区広域市町村圏組合運動公園事務局）
肱川公民館　☎34－2307

▽ 接種券は、シールをはがしたり、切ったりしな
いで、そのまま接種会場に持ってきてください。

▽ 自宅で体温を測定して明らかに発熱がある場合
や体調が悪い場合などは接種を控えて、新型コ
ロナウイルス感染症対策室に連絡してください。

▽ 予診票には、必要事項をボールペンで記入して
おいてください。

▽ ワクチン接種を受けた後、会場で15分間の経過
観察を行います。ただし、過去にアナフィラキ
シーを含む重いアレルギー症状を起こしたこと
がある人や、採血などで気分が悪くなったり、
失神などを起こしたことがある人は、30分間の
経過観察を行います。

▽ 障がいがある人や歩行に不安がある人など接種
会場でお手伝いが必要な人は、受付で申し出て
ください。

▽ 予約した日時と場所を確認して、肩を出しやす
い服装で来てください。

　新型コロナウイルスのワクチン接種後には、次
の症状が現れる可能性があります。

　接種直後よりも翌日に痛みを感じている人が多
いようです。疲労感や関節痛、発熱など、 1 回目よ
り 2 回目の方が、頻度が高くなる症状もありますが、
これらの症状の大部分は、接種後数日以内に回復し
ています。接種後に気になる症状が現れたときは、
愛媛県コールセンターに相談してください。

接種
直後

アナフィラキシー
（じんましん・おうと・息苦しさなど） 極めてまれ

血管迷走神経反射（立ち眩
くら

み、失神）
　…緊張などからくるもの

誰にでも起こ
る可能性があ
る体の反応

接種後
数日

経って

接種部位の痛み・疲労・頭痛 50％以上
筋肉痛・悪寒・関節痛・下痢・発熱
接種部位の腫れ 10～50％

吐き気・おうと 1 ～10％

感染回避行動と感染予防対策を徹底しましょう
体調不良時は外出を避ける・マスクを正しく着用する・手指消毒を徹底する

中止イベント（ ６ 月 4 日現在） 開催予定日 開催場所 問い合わせ先

水天宮花火大会 7 月21日㈬ 如法寺河原 観光まちづくり課
観光振興係　　　　　☎24－1717大洲川まつり花火大会　夏の陣 8 月 3 日㈫ 肱南河原

ながはま赤橋夏まつり 8 月 7 日㈯ 長浜港湾緑地 長浜支所地域振興課　☎52－1111

鹿野川夏まつり 8 月 8 日㈰ 肱川支所前通り 肱川支所地域振興課　☎34－2311

山鳥坂夜神楽 8 月13日㈮ 旧岩谷小学校 岩谷自治センター　　☎34－2974

※ 64歳以下の一般接種の日程などは、詳細が決ま
り次第お知らせします。

3 広報おおず 2021年７月号



（
特
集
）

平
成
30
年
７
月
豪
雨
か
ら
３
年

復
旧
・
復
興
と
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　

市
内
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
平
成
30

年
７
月
豪
雨
災
害
か
ら
３
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
懸
命
な
努
力
と
全
国

各
地
か
ら
多
く
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
ま
ち
の
賑に
ぎ

わ
い
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

完
全
な
復
旧
・
復
興
に
は
、
道
半
ば
で
す
が
、

市
で
は
、
肱
川
の
治
水
対
策
を
最
優
先
に
、
未

来
に
希
望
を
持
っ
て
安
心
し
て
定
住
で
き
、
移

住
先
や
来
訪
先
と
し
て
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
３
年
間
の
復
旧
・
復
興

の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

【
肱
川
緊
急
治
水
対
策
】

　

平
成
30
年
９
月
に
肱
川
河
川
激
甚
災
害
対
策
特

別
緊
急
事
業
が
採
択
さ
れ
、
国
土
交
通
省
、
愛
媛

県
と
市
が
一
体
と
な
っ
て
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨

と
同
規
模
の
大
雨
で
も
川
の
水
が
越
水
し
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
、
令
和
５
年
度
の
完
成
を
目
指
し

て
、
集
中
的
に
築
堤
や
暫
定
堤
防
の
嵩か
さ

上
げ
な
ど
、

肱
川
の
治
水
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

国
の
直
轄
管
理
区
間
で
は
、
令
和
元
年
に
下
流

の
惣そ
う

瀬ぜ

地
区
の
築
堤
工
事
が
完
了
し
、
小こ

長な
が

浜は
ま

、

加か

世ぜ

、
小お

貝が
い

地
区
な
ど
の
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
愛
媛
県
の
管
理
区
間
で
は
、

中
流
の
菅
田
地
区
や
久
米
川
の
築
堤
工
事
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

菅田地区

菅田地区

久米地区
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【
流
域
治
水
】

　

近
年
、
自
然
災
害
が
頻
発
化
、
激
甚
化
し
て
い
ま
す
。
令
和

元
年
に
は
、
台
風
19
号
に
よ
る
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
、
関
東
、

甲
信
越
、
東
北
地
方
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
り
、
戦
後
最
大
を
超

え
る
洪
水
が
発
生
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
も
、
九
州
地
方
を

中
心
に
中
部
や
東
北
地
方
な
ど
、
広
範
な
地
域
で
甚
大
な
被
害

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
気
候
変
動
の
影
響
を
踏
ま
え
て
、
流
域
全
体
の

あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が
協
働
し
て
流
域
全
体
で
水
害
を
軽
減
さ
せ

る
た
め
に
総
合
的
な
防
災
・
減
災
対
策
を
確
立
す
る
「
流
域
治

水
」
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
肱

川
で
も
関
係
機
関
に
よ
っ
て
協
議
会
を
設
立
し
て
「
流
域
治
水

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
ハ
ー
ド
対
策

と
ソ
フ
ト
対
策
が
一
体
と
な
っ
た
防
災
対
策
を
加
速
し
て
い
き

ま
す
。【
次
ペ
ー
ジ
参
照
】

　

あ
の
日
、
実
家
か
ら
菅
田
の
自
宅
を
見
に
行
く
と

既
に
水
が
来
て
い
た
。
コ
ン
ビ
ニ
で
お
に
ぎ
り
と
お
茶

を
買
い
、
五
十
崎
回
り
で
実
家
の
あ
る
新
谷
方
面
に

戻
ろ
う
と
考
え
た
が
、
身
動
き
が
取
れ
ず
採
石
場
で

待
機
し
た
。
食
料
を
買
っ
て
い
た
の
が
幸
い
し
た
。
水

が
引
い
て
か
ら
車
で
移
動
す
る
と
き
に
は
、
大
川
の
橋

が
な
か
っ
た
。
翌
日
か
ら
片
付
け
を
し
な
が
ら
、
朝
は

洗
濯
す
る
た
め
に
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
を
探
し
て
行
列

に
並
び
、
夜
は
お
風
呂
を
探
す
生
活
を
送
っ
て
い
た
。

　

ま
だ
自
宅
の
修
理
も
終
わ
っ
て
い
な
い
。
夏
が
来
る

と
「
ま
た
水
害
が
き
た
ら
」
と
不
安
に
な
る
。
鹿
野

川
ダ
ム
ト
ン
ネ
ル
洪
水
吐ば
き

が
完
成
し
、
築
堤
工
事
も

進
ん
で
い
る
が
、
堤
防
や
山
鳥
坂
ダ
ム
な
ど
の
治
水
施

設
が
一
日
も
早
く
完
成
し
て
水
害
に
備
え
て
ほ
し
い
。

　

自
然
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
。
一
番
大

切
な
こ
と
は
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
こ
と
。
川

の
増
水
は
、
思
っ
て
い
る
以
上
の
速
さ
で
あ
り
、
甘
く

見
て
は
い
け
な
い
。
普
段
か
ら
情
報
を
収
集
し
、
家
族

と
話
し
合
い
、
必
要
な
備
蓄
を
心
が
け
る
な
ど
、
水

害
を
経
験
し
て
身
に
つ
い
た
知
識
を
生
か
し
て
、
災
害

へ
の
備
え
を
万
全
に
し
て
い
き
た
い
。

　

そ
し
て
、
街
な
か
を
流
れ
る
川
や
水
路
の
ゴ
ミ
を
な

く
し
て
、
き
れ
い
な
水
が
流
れ
る
環
境
を
整
え
て
お
く

こ
と
も
水
害
に
備
え
る
一
つ
の
方
法
だ
と
考
え
る
。

　

川
沿
い
を
気
持
ち
よ
く
散
歩
で
き
る
美
し
い
肱
川

と
と
も
に
、
災
害
に
強
く
、
安
心
し
て
、
ず
っ
と
住
み

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
街
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
街
へ

坂
本
　
洋ひ
ろ

乃の 

さ
ん

（
菅
田
町
菅
田
）

小長浜地区 小長浜地区

小貝地区

加世地区
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肱
川
の
水
災
害
に
備
え
て
﹁
肱
川
水
系
流
域
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
を
策
定
し
ま
し
た

　

大
洲
市
お
よ
び
西
予
市
、
内
子

町
の
肱
川
流
域
３
市
町
と
国
・
県

で
組
織
す
る
肱
川
流
域
治
水
協
議

会
で
は
、
今
年
３
月
に
「
肱
川
水

系
流
域
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
平
成
30

年
７
月
豪
雨
の
再
度
災
害
防
止
と
、

近
年
の
気
候
変
動
に
よ
り
頻
発
化
・

激
甚
化
す
る
水
災
害
へ
の
対
策
を

関
係
者
が
協
働
し
て
、
流
域
全
体

で
行
う
治
水
対
策
の
全
体
像
を
と

り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
「
流
域
治
水
」
と
は
、
雨
水
が
河

川
に
流
入
す
る
地
域
（
集
水
域
）

か
ら
、
河
川
な
ど
の
氾
濫
に
よ
り

浸
水
が
想
定
さ
れ
る
地
域
（
氾
濫

域
）
に
わ
た
る
流
域
全
体
で
、
治

水
対
策
を
行
う
考
え
方
で
す
。

　

肱
川
は
、
勾
配
が
緩
い
う
え
、

数
多
く
の
支
川
を
有
し
、
さ
ら
に

河
口
部
は
両
岸
に
山
が
迫
る
Ｖ
字

谷
が
形
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
大

洲
盆
地
に
洪
水
が
集
中
し
や
す
い

特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
国
、
県
、
流
域
市
町

が
連
携
・
協
力
し
て
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
推
進
し
ま
す
。

︻
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
な
内
容
︼

①
氾
濫
を
で
き
る
だ
け
防
ぐ
・
減
ら

す
対
策

　

▽
下
水
道
（
雨
水
・
排
水
施
設
）

の
整
備

　

▽
公
園
貯
留
施
設
の
保
全
・
拡
充

　

▽
水
田
貯
留
の
検
討

　

▽
森
林
整
備　

な
ど

②
被
害
対
象
を
減
少
さ
せ
る
た
め
の

対
策

　

▽
立
地
適
正
化
計
画
の
推
進

　

▽
二
線
堤
の
保
全
・
拡
充

　

▽
排
水
路
、
止
水
壁
の
整
備

▽
開
発
盛
土
に
対
す
る
規
制　

な
ど

③
被
害
の
軽
減
、
早
期
復
旧
・
復
興

の
た
め
の
対
策

　

▽
国
・
県
・
市
町
が
連
携
し
た
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
の
運
用

　

▽
河
川
や
ダ
ム
の
防
災
情
報
な
ど

を
活
用
し
た
住
民
参
加
型
の
避

難
訓
練
の
実
施

　

▽
肱
川
減
災
対
策
計
画
の
見
直
し

（
内
水
対
策
）

　

▽
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
、

改
良
、
周
知　

な
ど

リスクが低いリスクが低いリスクが低い
地域への移転

河川区域

集水域

氾濫域

流
域
治
水
の
イ
メ
ー
ジ
図

学校施設の学校施設の学校施設の
浸水対策

リスクの高い地域リスクの高い地域リスクの高い地域

排水機場の整備排水機場の整備排水機場の整備

河道掘削

堤防整備・強化

雨水貯留・排水

遊水地整備

河道掘削

堤防整備・強化

雨水貯留・排水
施設の整備

海岸保全施設の整備

バックウォーター対策バックウォーター対策

治水ダムの治水ダムの
建設・再生建設・再生

利水ダム利水ダム利水ダム
の活用

森林整備・治山対策

治水ダムの
建設・再生

の活用の活用
水田貯留水田貯留

雨水貯留施設雨水貯留施設

砂防関係施設
の整備

ため池など
の活用

水田貯留

雨水貯留施設
の整備バックウォーター対策
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復
旧
・
復
興
の
歩
み

　

市
消
防
団
で
は
、
団
員
が
減
少
す
る
地
域
が
あ
る

中
で
災
害
に
対
応
で
き
る
よ
う
一
つ
の
分
団
だ
け
で

な
く
２
次
、
３
次
の
出
動
が
で
き
る
体
制
を
構
築
し
、

さ
ら
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ（
ラ
イ
ン
）を
活
用
し
て
災
害
情
報
を

迅
速
に
把
握
、
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
る
。
私
自
身
、

３
年
前
に
団
の
業
務
を
最
優
先
に
し
て
妻
に
大
変
な

苦
労
を
掛
け
て
申
し
訳
な
か
っ
た
が
、
消
防
団
で
も

女
性
の
力
が
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
る
。
女
性
も
活

躍
で
き
る
女
性
分
団
や
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る
消
防
団
の
理
念
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
い
、
若
い
世
代
の
団
員
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

災
害
発
生
時
に
は
、
正
確
な
情
報
に
基
づ
い
て
避

難
指
示
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
消
防
団
員

の
指
示
に
従
っ
て
迅
速
な
避
難
を
心
掛
け
て
ほ
し
い
。

自
分
た
ち
の
地
域
を
守
る大

洲
市
消
防
団

団
長

矢
野
　
正ま
さ

祥か
ず 

さ
ん

4 月から入居が始まった災害公営住宅（森団地） 令和 4 年 3 月の完成を目指して工事が進む大
おお

成
なる

橋

県農業試験場蚕業支場跡地に完成した工業用地

平
成
30
年

７
月
７
日

梅
雨
前
線
に
よ
る
記
録
的
豪
雨
に
よ
り

肱
川
が
氾
濫

死
者
５
人（
う
ち
関
連
死
１
人
）、重
傷
者

２
人
、浸
水
面
積
１
３
７
２
㌶
、床
上
浸

水
２
０
６
９
棟
、床
下
浸
水
７
８
９
棟
、

土
砂
被
災
28
棟
、非
住
家
損
壊
７
棟
・
浸

水
１
０
６
４
棟
、１
０
３
７
事
業
所
被
災

７
月
18
日

長
友
佑ゆ
う

都と

選
手
が
菅
田
小
学
校
を
訪
問

７
月
20
日

水
道
復
旧
（
断
水
解
除
・
安
全
確
認
）

７
月
31
日

国
道
１
９
７
号
片
側
交
互
通
行
開
始

８
月
１
日

災
害
廃
棄
物
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
設
置

８
月
２
日

通
信
ビ
ル
、
電
話
が
復
旧

８
月
７
日

う
か
い
事
業
再
開

８
月
８
日

道
の
駅
清
流
の
里
ひ
じ
か
わ
営
業
再
開

８
月
10
日

Ｊ
Ｒ
予
讃
線
（
海
回
り
）
再
開

８
月
25
日

伊
予
灘
も
の
が
た
り
運
行
再
開

８
月
27
日

清
流
園
（
し
尿
処
理
施
設
）
仮
復
旧

９
月
１
日

市
復
興
支
援
本
部
設
置

９
月
３
日

応
急
仮
設
住
宅
入
居
開
始

９
月
７
日

肱
川
緊
急
治
水
対
策
を
発
表

９
月
13
日

Ｊ
Ｒ
内
子
線
（
山
回
り
）
再
開

10
月
１
日

愛
た
い
菜
が
復
旧
本
稼
働

11
月
３
日

大
洲
ま
つ
り
で
伍
代
夏な
つ

子こ

さ
ん
の
復
興

支
援
コ
ン
サ
ー
ト

12
月
15
日

肱
川
緊
急
治
水
対
策
起
工
式

平
成
31
年

１
月
11
日

大
洲
復
興
冬
花
火
大
会
を
開
催

３
月
12
日

鹿
野
川
ダ
ム
ト
ン
ネ
ル
洪
水
吐
試
験
放
流

３
月
22
日

オ
ズ
メ
ッ
セ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

３
月
28
日

大
洲
市
復
興
計
画
《
確
定
版
》
策
定

４
月
１
日

防
災
安
全
部
、
復
興
支
援
課
を
設
置
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令
和
元
年

５
月
18
日

肱
川
改
修
事
業
（
惣
瀬
地
区
）
竣
工

６
月
７
日

鹿
野
川
ダ
ム
操
作
規
則
変
更
発
表

６
月
９
日

鹿
野
川
ダ
ム
改
造
事
業
完
成
式

６
月
14
日

肱
川
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

再
開

７
月
７
日

大
洲
市
追
悼
式

７
月
16
日

柴
体
育
館
再
開

７
月
22
日

大
成
体
育
館
再
開

７
月
31
日

災
害
廃
棄
物
処
理
完
了

８
月
１
日

高
砂
運
動
場
再
開

９
月
19
日

Ｊ
Ａ
愛
媛
た
い
き
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
竣

工
式
（
西
大
洲
に
移
転
）

９
月
20
日

防
災
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
（
市

消
防
団
）

10
月
25
日

台
風
19
号
被
災
地
の
福
島
県
本
宮
市
へ

職
員
派
遣
（
り
災
証
明
支
援
）

11
月
６
日

栃
木
県
佐
野
市
へ
職
員
派
遣
（
災
害
廃

棄
物
処
理
支
援
）

11
月
21
日

福
島
県
本も
と

宮み
や

市
へ
職
員
派
遣
（
住
家
被

害
認
定
調
査
支
援
）

12
月
２
日

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
か
わ
か
み
荘
再

開

12
月
18
日

肱
川
水
系
河
川
整
備
計
画
（
変
更
）【
中

下
流
圏
域
】
策
定

令
和
２
年

２
月
28
日

防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞
総
務
大
臣
賞
を

受
賞
（
三
善
自
治
会
）

４
月
１
日

肱
川
緊
急
治
水
対
策
河
川
事
務
所
、
肱

川
ダ
ム
統
合
管
理
事
務
所
設
置

防
災
放
送
ア
プ
リ
「
コ
ス
モ
キ
ャ
ス
ト
」

運
用
開
始

５
月
29
日

肱
川
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議

会
が
肱
川
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画

案
を
承
認

６
月
５
日

肱
川
流
域
（
水
防
災
）
緊
急
対
応
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
協
定
締
結

　

災
害
の
直
後
は
何
も
な
い
状
態
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。
年

齢
も
50
代
に
な
り
、
続
け
る
し
か
な
い
か
な
と
の
思
い
は

あ
っ
た
が
、
後
押
し
を
し
て
く
れ
た
の
は
、
息
子
た
ち
か

ら
「
続
け
て
ほ
し
い
」、
地
域
の
人
か
ら
「
店
が
無
く
な
っ

た
ら
寂
し
い
」「
も
う
一
度
食
べ
た
い
」
と
の
声
で
し
た
。

義
援
金
や
補
助
金
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
の

支
援
が
「
も
う
一
度
や
る
」
決
断
に
つ
な
が
っ
た
。
一
番

大
変
だ
っ
た
の
は
、
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
状
態
に
な
っ
た

こ
と
。
悩
ん
で
気
分
が
下
が
っ
て
い
た
と
き
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
来
ら
れ
た
人
た
ち
に
支
え
て
い
た
だ
い
た
。

　

自
然
に
は
良
い
面
、
悪
い
面
が
あ
る
。
地
球
環
境
の
中

で
生
き
て
い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
自
然
災
害
は
仕
方
が

な
い
部
分
が
あ
る
。
だ
か
ら
知
恵
を
絞
っ
て
、
過
去
の
経

験
を
生
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
普
及
し
、
田
舎
で
も
市
場
が
広
が
り
、

商
売
が
で
き
る
時
代
に
な
っ
た
。
複
合
公
共
施
設
の
整
備

に
お
い
て
も
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
の
成
功
事
例
を

学
び
、
そ
し
て
住
民
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
施
設
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 こ

の
場
所
で
商
売
を
続
け
る

福
栄
堂
菓
子
舗　
　

福
田
　
永え
い

一い
ち

郎ろ
う 

さ
ん

紀の
り

　
子こ 

さ
ん

（
肱
川
町
山
鳥
坂
）

復活した養老酒造では、新しい商品づくり
に取り組み、今年も新酒が完成しました。

再開した福栄堂菓子舗では「文楽もなか」
の変わらない味を守り続けています。

災害公営住宅（下鹿野川団地）
木造平屋建て10棟が完成しました。

敷地を嵩
かさ

上げして肱川中学校の
施設整備を行っています。

肱川地域で複合公共施設の
整備計画を進めています。

完成予想図

完成予想図
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７
月
６
日

大
洲
市
復
興
計
画
《
第
２
版
》
策
定

７
月
７
日

献
花
式
（
警
報
発
令
に
伴
い
式
典
中
止
）

８
月
３
日

令
和
２
年
７
月
豪
雨
被
災
地
の
熊
本
県
球く

磨ま

村
へ
職
員
派
遣
（
栄
養
管
理
業
務
支
援
）

８
月
10
日

大
分
県
へ
職
員
派
遣
（
災
害
廃
棄
物
処

理
支
援
）

８
月
17
日

肱
川
流
域
治
水
協
議
会
設
立

９
月
１
日

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
運
動
公
園
野
球
場
、

陸
上
競
技
場
再
開

10
月
20
日

い
や
し
の
南
予
復
興
イ
ベ
ン
ト
実
行
委

員
会
で
「
え
ひ
め
南
予
き
ず
な
博
」
の

名
称
が
決
定

10
月
31
日

県
農
業
試
験
場
蚕
業
支
場
跡
地
に
工
業

用
地
が
完
成

11
月
21
日

オ
ズ
メ
ッ
セ
に
「
ま
ち
か
ど
ピ
ア
ノ
」

を
設
置

12
月
16
日

道
の
駅
清
流
の
里
ひ
じ
か
わ
に
「
ひ
じ
か

わ
レ
ス
ト
ラ
ン
お
し
ど
り
」
が
オ
ー
プ
ン

令
和
３
年

３
月
５
日

特
別
表
彰「
ま
と
い
」受
賞（
市
消
防
団
）

３
月
13
日

災
害
公
営
住
宅
内
覧
会
（
下
鹿
野
川
団

地
10
棟
、
森
団
地
１
棟
14
戸
）

３
月
16
日

肱
川
中
学
校
施
設
整
備
事
業
起
工
式

３
月
26
日

災
害
対
応
支
援
環
境
大
臣
表
彰
（
大
洲

市
）

３
月
30
日

肱
川
水
系
流
域
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
公
表

４
月
１
日

災
害
公
営
住
宅
入
居
開
始
（
下
鹿
野
川

団
地
、
森
団
地
）

６
月
２
日

新
型
排
水
ポ
ン
プ
車
増
強
、
排
水
作
業

訓
練
（
大
洲
河
川
国
道
事
務
所
）

７
月
７
日

献
花
台
設
置
（
市
役
所
２
階
大
ホ
ー
ル
）

10
月

災
害
公
営
住
宅
（
平
団
地
）
完
成
予
定
、

入
居
開
始
予
定

令
和
４
年

３
月

大
成
橋
完
成
予
定

11
月
末

肱
川
中
学
校
施
設
整
備
事
業
完
成
予
定

各所に掲示した浸水深の表示

5 月29日㈯、たいら自治会では、国土交通省職員を講師に、
「肱川の治水に関する勉強会」を開催しました。

堀の内雨水ポンプ場は、出水期前に点検動作確認を行って
います。

災害対応支援環境大臣表彰

　

自
主
防
災
組
織
は
、
自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
「
共
助
」
の
意
識

で
作
ら
れ
た
組
織
で
、
近
年
そ
の
役
割
や
責

任
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
自
治
会
な
ど
の
活
動
が
中
止
と
な
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
が
、
災
害
に
備
え
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
研
修
会
や
訓
練
を
行
っ
て
い

る
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ
し
い
。

　

基
本
は
、
各
家
庭
で
も
家
具
や
電
化
製
品

を
固
定
し
た
り
、
水
や
非
常
食
を
最
低
３
日

分
確
保
す
る
な
ど
、
防
災
の
取
組
を
進
め
る

こ
と
が
大
切
。
感
染
対
策
を
踏
ま
え
て
知
人

の
家
や
親
戚
宅
な
ど
へ
の
分
散
避
難
も
考
え

て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

大
規
模
災
害
時
に
は
、
１
つ
の
地
区
だ
け

で
は
対
応
で
き
な
い
の
で
各
地
区
の
リ
ー
ダ

ー
が
共
通
意
識
を
も
っ
て
連
携
、
協
力
が
で

き
る
よ
う
に
、
連
絡
協
議
会
を
通
じ
て
地
域

の
防
災
意
識
を
高
め
て
い
き
た
い
。

防
災
意
識
を
高
め
る

大
洲
市
自
主
防
災
組
織

連
絡
協
議
会

会
長當と

う

川か
わ

　
幅ふ
く

光み
つ 

さ
ん

国土交通省大洲河川国道事務所では、新型排水ポンプ車が
配置され、排水ポンプ車が 6 台から 7 台に増強されました。

5 月25日㈫、自主防災組織連絡協議会でテントや簡易トイレ、
簡易ベットの設置手順を確認しました。

平団地完成予想図
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